
４

広
報
は
や
ま

月
号

１０

級
。
ま
た
、
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ

う
こ
う
、
直
腸
、
小
腸
障
害
程
度
が
一
級

若
し
く
は
三
級
。
ま
た
、
別
に
県
知
事
が

発
行
し
た
証
明
書
を
お
持
ち
の
人
。

●
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
に
要
介
護
状
態

区
分
が
要
介
護
五
で
あ
る
者
と
記
載
さ
れ

て
い
る
人
。

投　

票　

所

第１投票区
投　票　所

平成橋�

不動橋�

投票所●�

第１分団�
消防詰所�

バス停� 池
上�

上
山
口�

木古庭会館第２投票区
投　票　所

杉山神社�

工房�

木古庭方面� 滝の坂方面�

●投票所�

上山口会館

投
票
時
間　

午
前
7
時
〜
午
後
8
時

投
票
で
き
る
人

　

現
在
の
住
所
で
投
票
で
き
る
人
は
、
昭
和

　

年　

月　

日
以
前
に
生
ま
れ
、
平
成　

年

６０

１０

２４

１７

７
月
５
日
ま
で
に
葉
山
町
に
住
民
登
録
を
し

た
人
で
す
。
平
成　

年
７
月
６
日
以
降
に
転

１７

入
し
た
人
は
、
前
住
所
地
の
投
票
所
で
投
票

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
日
前
投
票（
不
在
者
投
票
）

　

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
、
冠

婚
葬
祭
な
ど
、
や
む
を
え
な
い
事
由
で
投
票

所
へ
行
け
な
い
人
は
、
期
日
前
投
票
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

●
投
票
期
間

　
　

月
７
日（
金
）〜　

月　

日（
土
） 

１０

１０

２２

●
投
票
時
間
と
場
所

　

毎
日
午
前
８
時　

分
か
ら
午
後
８
時
、
葉

３０

山
町
消
防
庁
舎
１
階
玄
関
脇
会
議
室

●
持
参
す
る
も
の

　

投
票
所
入
場
整
理
券
（
お
手
元
に
届
い
て

い
る
場
合
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

投
票
所
入
場
整
理
券

　

有
権
者
に
は
投
票
所
入
場
整
理
券
が
郵
送

さ
れ
ま
す
。
こ
の
券
に
は
投
票
所
名
等
が
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
確
認
の
上
、
指
定
さ

れ
た
投
票
所
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
入
場

整
理
券
が
届
か
な
い
時
や
紛
失
し
た
場
合
で

も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投

票
で
き
ま
す
。

投　

票　

所

　

下
記
の　

ヶ
所
。

１０

参
議
院
神
奈
川
県
選
出
議
員
補
欠
選
挙
の

投
票
日
は　

月　

日（
日
）で
す

１０

２３
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
ち
、
ま
た
は
、
介

護
保
険
の
被
保
険
者
証
に
要
介
護
状
態
区
分

が
要
介
護
五
で
あ
る
者
と
記
載
さ
れ
て
い
る

人
も
郵
送
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。

●
身
体
障
害
者
手
帳
に
両
下
肢
、
体
幹
、
移

動
機
能
の
障
害
程
度
が
一
級
若
し
く
は
二

●
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
る
人

で
、
自
ら
投
票
の
記
載
が
で
き
な
い
人
と

し
て
定
め
ら
れ
た
①
又
は
、
②
に
該
当
す

る
人
も
選
挙
管
理
委
員
会
に
届
け
出
る
と

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
身
体
障
害
者
福
祉
法
上
の
身
体
障
害
者

で
、
身
体
障
害
者
手
帳
に
上
肢
又
は
視
覚

の
障
害
の
程
度
が
一
級
と
し
て
記
載
さ
れ

て
い
る
人
。

②
戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
上
の
戦
傷
病
者

で
、
戦
傷
病
者
手
帳
に
上
肢
又
は
視
覚
の

障
害
の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第
二
項
症

ま
で
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
人
。

　

た
だ
し
、
選
挙
管
理
委
員
会
の
郵
便
投
票

証
明
書
・
代
理
記
載
の
届
出
書
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
投
票
日
の
４
日
前
（　

日（
水
）午

１９

後
５
時
）
が
、
請
求
の
期
限
と
な
り
ま
す
。

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
代
理
記
載

選
挙
公
報
の
配
布

　

選
挙
公
報
は
、
朝
日
、
読
売
、
毎
日
、
神

奈
川
、
東
京
、
産
経
、
日
本
経
済
の
七
新
聞

に
よ
る
新
聞
折
込
み
で
す
。
七
新
聞
の
購
読

を
さ
れ
て
い
な
い
世
帯
の
人
は
選
挙
管
理
委

員
会
ま
で
お
知
ら
せ
い
た
だ
く
か
、
町
内
の

公
共
施
設
、
ス
ー
パ
ー
、
銀
行
、
商
店
な
ど

に
も
配
置
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

葉
山
町
選
挙
管
理
委
員
会

　

�
内
線
二
六
一
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お
知
ら
せ

第６投票区
投　票　所

県道森戸海岸線�

御用邸方面�

役場方面�

逗子方面�

風早橋方面�

投票所●�

向原交差点�

光　徳　寺
仮 設 建 物

第５投票区
投　票　所

葉山小学校�

消防署�

葉山大道�

バス停�

向原�

●
投
票
所�

葉
山
町
役
場�

文�

葉山町役場 第４投票区
投　票　所

投票所●�
玉蔵院 卍�

バス停�

コンビニ�

葉山大道�

御
用
邸�

役 場 跡 地
仮 設 建 物

第３投票区
投　票　所

御用邸�

長者ヶ崎�

葉山公園入口�

投票所●�

上
山
口�

下山口会館

第７投票区
投　票　所

明照幼稚園�

相福寺�卍�

堀内児童遊園�

元町バス停�

投票所�
●�

堀 内 会 館第８投票区
投　票　所

投
票
所
●�

逗
葉
新
道�森

戸
川�

逗子方面�

川下橋�

下小路橋�

風早橋�

役場方面�

ＧＳ�

長柄トンネル�
方面�

長柄交差点�

長柄下会館第９投票区
投　票　所

●�

長
柄
橋�

御
霊
神
社�

逗葉新
道�

葉桜方面�

川久保�

投票所�

長 柄 会 館第１０投票区
投　票　所

桜山低区配水池�

イトーピア�

才戸坂上�

葉桜会館・葉桜児童館�
逗葉新道�

逗子�

●�投票所�

葉桜児童館

　この区域にお住まいの皆さんは、浄化槽をできるだけ早
く廃止し、くみ取り便所は３年以内に水洗化トイレに改造
して、台所や風呂場、トイレなどから出る汚水を直接公共
下水道に流せるようにしなければなりません。
　そのためには、町が設置した公共汚水ますに直接流せる
よう、排水設備を個人が自費で施工し、管理することにな

ります。
　なお、排水設備工事は、町が指定し
た指定工事店でなければできません。
問合せ　下水道課　�内線３６１～３６４

下水を排除
及び処理す
る区域

公共下水道の使用できる区域を拡大
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平
成
十
八
年
四
月
か
ら
介
護
保
険
制
度
の

内
容
が
変
わ
り
ま
す
。
今
月
号
か
ら
内
容
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
生
活
を

支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
体
系

◆
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
創
設

　

在
宅
支
援
を
強
化
す
る
た
め
に
身
近
な
地

域
で
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
多
様
な
サ
ー
ビ

ス
を
柔
軟
に
提
供
す
る
「
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
」
を
創
設
し
ま
す
。

◆
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
創
設

　

虐
待
な
ど
の
高
齢
者
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
に
関
す
る
相
談
や
介
護
保
険
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
を
有
効
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
高

齢
者
の
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
「
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
質
を
確
保
・
向
上

　

利
用
者
が
適
切
な
事
業
者
と
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
を
選
択
で
き
、
要
介
護
認
定
や
ケ
ア
プ

ラ
ン
の
策
定
が
公
平
・
公
正
に
行
な
わ
れ
る

よ
う
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
情
報
の
公

表
や
規
制
の
見
直
し
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

利
用
者
負
担
と
制
度
運
営
の
見
直
し

◆
所
得
の
低
い
人
に
対
す
る
配
慮

　

六
五
歳
以
上
の
所
得
が
低
い
人
に
配
慮
し

た
保
険
料
設
定
に
す
る
た
め
、
現
行
の
第
二

段
階
を
細
分
化
し
ま
す
。
ま
た
施
設
入
所
者

に
は
利
用
者
負
担
限
度
額
を
設
定
し
、
高
額

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

◆
要
介
護
認
定
事
務
の
見
直
し

　

要
介
護
認
定
の
申
請
代
行
が
で
き
る
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
省
令
で
定
め
ま
す
。
ま

た
認
定
調
査
が
公
平
・
公
正
に
行
な
わ
れ
る

よ
う
に
、
新
規
認
定
の
委
託
調
査
は
市
町
村

が
行
い
ま
す
。

◆
市
町
村
の
保
険
者
機
能
の
評
価

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
適
正
な
給
付
を
実
施
し

て
い
く
た
め
に
、
市
町
村
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
に
対
す
る
権
限
を
見
直
し
、
給
付
等

を
管
理
し
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ　

福
祉
課

　

�
内
線
二
三
一
〜
二
三
三

　

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
は
、
月
々
に
か
か

る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
一
割
の
自
己
負
担
合
計

額
が
、
一
定
の
上
限
額
を
超
え
た
時
に
、
超

え
た
金
額
が
払
い
戻
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。
十
月
か
ら
上
限
額
の
一
部
と
申

請
方
法
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

○
上
限
額
に
つ
い
て

　

自
己
負
担
の
上
限
額
（
世
帯
合
算
）
に
つ

い
て
、
従
来
は
三
区
分
で
し
た
が
、
四
区
分

に
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
が
変
わ
り
ま
す

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の

一
部
が
変
更
に
な
り
ま
す

○
申
請
方
法
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
申

請
は
毎
月
行
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
十
月
か

ら
は
最
初
（
十
月
一
日
以
降
）
に
申
請
す
れ

ば
、
そ
れ
以
降
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
発

生
し
た
時
は
、
自
動
的
に
口
座
に
振
り
込
ま

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

福
祉
課　

�
内
線
二
三
三

　

平
成
十
六
年
度
広
報
は
や
ま
「
葉
山
歌

壇
俳
壇
」
年
間
優
秀
作
品
が
、
年
間
応
募

数
短
歌
一
九
五
人
・
俳
句
一
八
三
人
、
短

歌
五
三
五
首
・
俳
句
五
一
四
句
の
中
か
ら

選
定
さ
れ
、
次
の
皆
さ
ん
が
入
選
し
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

入
賞
者
（
敬
称
略
）

■
短
歌
の
部

第
一
席　
　
　
　
　
　
　

山
岸　

由
美
子

　

落
日
の
金
波
に
包
ま
れ
ゆ
れ
て
見
ゆ

　
　
　
　
　
　

岩
は
み
づ
か
ら
光
を
発
す

第
二
席　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

榮
子

　

た
え
ま
な
く
車
輌
ゆ
き
交
う
橋
の
上
に

　
　
　

ゆ
ら
れ
る
ほ
ど
の
不
安
よ
ぎ
る
日

第
三
席　
　
　
　
　
　
　
　

山
本　

ふ
で

　

家
を
い
で
五
分
歩
け
ば
「
社
会
人
」

　
　
　
　
　
　

園
兒
に
交
じ
り
信
号
渡
る

■
俳
句
の
部

第
一
席　
　
　
　
　
　
　
　

石
川　

光
子

　

明
易
の
一
舟
も
な
き
九
十
九
里

第
二
席　
　
　
　
　
　
　
　

新
井
か
ね
子

　

遠
霞
死
が
人
ご
と
で
な
く
な
り
し

第
三
席　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤　
　

糺

　

妻
と
ゐ
て
言
葉
は
い
ら
ず
蟲
を
聴
く

介
護
予
防
を
重
視
し
た
給
付
や
事
業

◆
新
予
防
給
付
の
創
設

　

介
護
状
態
が
軽
度
（
要
支
援
一
と
要
介
護

一
）
の
高
齢
者
が
年
々
増
加
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
要
介
護
状
態
の
改
善
に
つ
な
が
る
よ

う
介
護
予
防
給
付
を
行
い
ま
す
。

◆
地
域
支
援
事
業
の
創
設

　

高
齢
者
が
要
支
援
・
要
介
護
状
態
に
な
ら

な
い
た
め
の
介
護
予
防
事
業
な
ど
を
行
い
ま

す
。

１５，０００円
①町民税世帯非課税の人
で老齢福祉年金受給者 
・生活保護受給者

１５，０００円

②町民税世帯非課税の人
で合計所得金額および
課税年金収入額の合計
が８０万円以下の人

２４，６００円
③町民税世帯非課税の人
で②以外の人

３７，２００円④上記以外の人

葉
山
歌
壇
俳
壇

入
賞
者
発
表

平
成
十
六
年
度
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お
知
ら
せ

　浄化槽を適正に維持管理するために、次の３点が法律（浄

化槽法）で定められています。

清    掃

　浄化槽の浄化能力を維持するために毎年１回清掃しましょ

う。（全バッキ型浄化槽はおおむね６ヶ月に１回）

清掃の申込み

　下記業者へお申込みください。

　木古庭・堀内・長柄地区　　葉山興業　�８７５－０６４３

　上山口・下山口・一色地区　葉山衛生社　�８７５－３０７５

※清掃の際は立会い「清掃連絡票」を確認し、押印してくだ

さい。

※清掃手数料の支払いは、翌月に送付される「納入通知書」

でお支払いください。

問合せ　環境課　�内線２２３

保守点検

　家庭用浄化槽は３～４ヶ月に１回の保守点検が必要です。

業者に委託する場合は、県登録業者へお申込みください。

問合せ　鎌倉保健福祉事務所　�０４６７－２４－３９００　内線２６２

法定検査 
　浄化槽を使い始めてから６ヶ月後、その後は１年に１回検

査を受けることが必要です。

申込み・問合せ　（社）神奈川県生活水保全協会

　検査センター  �０４６７－２５－３５４２

公 共 工 事 の お 知 ら せ
備　　　　考請 負 者竣 工 期 限施　工　場　所工 事 種 別

一色１０６０番地付近（株）山一施工平成１７年１１月３０日一色：一色小学校正門前の町道
道路整備工事及び
歩 道 設 置 工 事

堀内１２９４番地付近（株）山一施工平成１８年３月２７日堀内：光徳寺前の町道
水路切り回し及び
道 路 整 備 工 事

堀内２８４番地付近大洋産業（株）平成１８年３月１７日堀内：清浄寺前の県道
下 水 道 工 事
（管路敷設工事）

堀内５０４番地付近（有）鈴京土木平成１８年３月１７日
堀内：森戸「げんべい」商店奥
の町道

下 水 道 工 事
（管路敷設工事）

堀内３２３番地付近（有）キリタ平成１８年３月１７日
堀内：港町児童遊園脇の町道他
２

下 水 道 工 事
（管路敷設工事）

一色２３８９番地先から一色２２９０
番地先まで

（株）鹿島産業
　　葉山営業所

平成１８年３月１７日
一色：「衆議院職員研修所」前か
ら「三ケ下県営駐車場」前まで
の県道

下 水 道 工 事
（管路敷設工事）

長柄１３３３番地先から長柄１３２９
番地先まで

（有）坂口土木平成１８年２月１０日
長柄：逗葉新道「川久保」信号
先、逗葉新道横断する町道

下 水 道 工 事
（管路敷設工事）

一色１３９２－２２先から１３９２－３３
先経由して１５７６－２７先まで

（株）湘南ビルド
　　葉山支店

平成１８年３月１７日
一色：京急団地内、大道側進入
口付近山側の町道

下 水 道 工 事
（管路敷設工事）

一色１３９２－２８先から堀内１７４０
先まで

（株）葉山緑化土木平成１８年３月１７日
一色：京急団地内、大道側進入
口付近山側の町道

下 水 道 工 事
（管路敷設工事）
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　逗葉地域医療センターでは、首都圏の

排ガス規制に対応するため、財団法人

「日本宝くじ協会」から助成金を受け、

胃のレントゲン車を１台整備しました。

車内はデジタルＸ線装置（デジタルラジ

オグラフィー）を搭載し、フィルムレス

のため産業廃棄物の減少につながり環境

に優しい車です。今後、町が実施する集

団検診（総合検診の日）に使用します。

問合せ　逗葉地域医療センター

　�８７３－７７５２

胃のレントゲン検診車を整備




